
３
月
１
５
日(

日)

、
建
交
労
東
京
・

埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
主
催
で
首
都
圏
ト

ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
・
宣
伝
カ
ー
な
ど
を
含
め

述
べ
３
０
台
が
集
結
し
７
１
名
（
集
会

４
５
名
・
沿
道
激
励
２
６
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
春
ら
し
い
天
候
に

恵
ま
れ
、
午
前
８
時
に
葛
西
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
し
「
２
６
春
闘
勝

利
で
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」

「
安
心
安
全
な
交
通
運
輸
産
業
を
！
」

「
適
正
運
賃
収
受
で
経
営
改
善
を
！
」

な
ど
と
書
か
れ
た
横
幕
で
ト
ラ
ッ
ク
を

装
飾
し
ま
し
た
。
９
時
よ
り
決
起
集
会

を
開
催
し
、
冒
頭
に
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部

会
上
村
事
務
局
長
（
神
田
支
部
）
は

「
燃
料
高
騰
・
物
価
高
騰
に
負
け
な
い

こ
と
、
そ
し
て
、
集
配
の
時
間
指
定
や

付
帯
作
業
に
対
し
て
、
適
切
な
運
賃
の

支
払
い
を
求
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
の
ご
挨
拶
で
は
、
首
都
圏
労
使
協

議
会
成
瀬
会
長(

教
宣
文
化
社
代
表)

、

東
京
地
評
阿
久
津
事
務
局
次
長
、
首
都

圏
交
運
共
闘
林
事
務
局
長
、
江
戸
川
区

労
連
宇
田
川
事
務
局
長
、
東
京
都
本
部

石
塚
副
委
員
長
よ
り
激
励
の
お
言
葉
を

頂
き
、
そ
の
後
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
鈴

木
部
会
長(

教
宣
文
化
社)

よ
り
決
意
表

明
と
、
前
山
事
務
局
長(

神
田
支
部)

よ

り
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
、
最
後
に
、
細

川
副
部
会
長(

日
生
流
通)

の
閉
会
挨
拶

と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
決
起
集
会
は
終

了
し
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
４
つ
の
梯

団
に
分
か
れ
、
宣
伝
カ
ー
と
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
隊
列
を
組
み
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。途

中
、
門
前
仲
町
で
は
沿
道
に
て
東

京
地
評
・
建
交
労
中
央
本
部
・
東
京
都

本
部
・
高
齢
者
部
会
・
女
性
部
・
東
京

ト
ラ
ッ
ク
支
部
・
北
部
支
部
・
東
部
支

部
・
中
西
部
支
部
・
中
部
一
般
支
部
・

建
築
設
計
支
部
・
鉄
道
東
京
な
ど
の
仲

間
２
６
名
が
、
横
断
幕
を
大
き
く
か
か

げ
て
激
励
の
応
援
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

浜
離
宮
庭
園
ま
で
約
２
時
間
か
け
て

沿
道
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
パ
レ
ー

ド
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
は
、

２
月
１
８
日
に
要
求
書
を
提
出
後
、
組

合
主
張
を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、
会
社

の
不
誠
実
な
回
答
を
受
け
ス
ト
ラ
イ
キ

に
入
り
ま
し
た
。
バ
ス
事
業
の
原
状
は
、

運
転
手
不
足
で
路
線
の
廃
止
や
減
便
が

続
い
て
お
り
、
京
王
バ
ス
で
は
運
転
手

１
３
０
人
分
も
の
減
便
で
す
。
物
価
高

で
実
質
賃
金
も
目
減
り
す
る
中
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
す
ず
め
の
涙
、
一
時
金
は

増
額
し
た
も
の
の
日
々
の
暮
ら
し
改
善

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
６
５
歳
ま
で

の
定
年
延
長
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
年

収
が
８
割
に
減
額
さ
れ
る
た
め
納
得
出

来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者

あ
っ
て
の
「
事
業
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ

声
を
上
げ
よ
う
と
、
春
闘
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
「
見
え
る
可
」
を
求
め
て

京
王
電
鉄
本
社
前
で
の
「
ス
ト
ラ
イ
キ

集
会
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
「
歌
声
の
大
熊
氏
」

に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
の
後
、

主
催
者
挨
拶
で
、
内
部
留

保
を
溜
め
込
む
企
業
に
対

し
「
物
価
高
騰
率
を
超
え

る
賃
上
げ
の
声
を
あ
げ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

建
交
労
中
央
本
部
、
都
本

部
、
国
民
春
闘
共
闘
、
東

京
春
闘
共
闘
、
三
多
摩
春

闘
共
闘
、
国
公
労
連
、
自

治
労
連
な
ど
が
「
物
価
高

騰
の
中
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で

賃
上
げ
を
迫
ろ
う
、
軍
事

費
よ
り
生
活
保
障
へ
、
春
闘
を
盛
り
上

げ
よ
う
」
と
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
三
多
摩
春
闘
共
闘
が
大
型
バ

ス
を
貸
し
切
っ
て
行
動
を
組
み
多
く
の

仲
間
が
激
励
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
京
王
新
労
組
の
Ｘ
で
ス
ト
の
つ

ぶ
や
き
に
対
し
閲
覧
が
２
８
１
万
と
反

響
が
大
き
く
、
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。

ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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３
・
１
５
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
開
催



鉄
道
東
日
本
本
部
は
、

２
６
国
民
春
闘
３
・
１
２

全
国
統
一
行
動
を
「
低
賃

金
と
物
価
高
騰
か
ら
国
民

・
労
働
者
の
生
活
を
守
る

た
め
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
賃
金
を
引
き
上
げ
よ

う
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、

Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
前
に
て
展
開

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
宣

伝
の
準
備
を
は
じ
め
、
首

都
圏
の
神
奈
川
・
埼
玉
・

千
葉
・
東
京
の
各
地
本
や

鉄
道
本
部
や
建
交
労
本
部
、

都
本
部
の
仲
間
が
結
集
し
、

総
勢
２
５
名
の
行
動
と
な

り
、
独
自
に
製
作
し
た
チ

ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
、
約
３
０

０
個
配
布
し
ま
し
た
。
行
動
の
進
行

は
東
日
本
本
部
が
担
当
し
、
鉄
道
本

部
や
東
日
本
本
部
そ
し
て
都
本
部
か

ら
の
計
４
名
が
マ
イ
ク
を
持
ち
、
駅

の
利
用
者
や
街
を
行
交
う
人
々
に
訴

え
ま
し
た
。
「
物
価
高
騰
に
負
け
な

い
賃
金
の
大
幅
引
上
げ
・
底
上
げ
」

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
事
故
起
こ
す
な
」

「
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
要
員
ふ
や
し
て
安
全

守
れ
」
「
憲
法
改
悪
反
対
、
軍
事
削
っ

て
く
ら
し
に
回
せ
」
な
ど
の
訴
え
の

他
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
国
際
法
違
反
の
イ
ラ
ン
攻
撃
を
批

判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
の
原
発

回
帰
へ
の
批
判
や
大
企
業
の
内
部
留

保
の
労
働
者
へ
の
還
元
、
ア
ク
セ
ス

職
場
で
の
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改

善
に
つ
い
て
も
訴
え
ま
し
た
。
行
動

後
は
、
東
十
条
の
ふ
れ
あ
い
館
に
て

１
５
名
で
懇
親
会
を
行
い
、
賃
金
交

渉
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
鉄
道
東
京
地
本

執
行
委
員
長

井
上

敏
】

２
月
１
７
日
（
火
）
、
事
業

団
東
京
高
齢
者
部
会
は
高
齢
者

の
生
活
と
雇
用
の
安
定
を
目
指

し
、
東
京
都
と
懇
談
を
実
施
し

ま
し
た
。
東
京
都
が
事
業
団
を

援
助
・
育
成
団
体
と
し
て
認
定

し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
赤
羽
目

部
会
長
は
、
厚
労
省
が
援
助
・

育
成
団
体
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
以
外
の
団
体
も
含
ま

れ
る
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
柴
田
副
部
会
長
は
、
建

交
労
の
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳

細
な
分
析
結
果
を
示
し
「
事
業

団
で
は
様
々
な
経
歴
を
持
っ
た

方
が
年
金
だ
け
で
は
生
活
出
来

な
い
と
い
う
理
由
で
就
労
し
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
横
並
び

で
は
な
く
、
雇
用
拡
充
の
観
点
で
捉

え
、
地
方
自
治
法
の
趣
旨
を
解
釈
い

た
だ
き
た
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

雇
用
就
業
部
就
業
推
進
課
原
田
課

長
と
鈴
木
課
長
代
理
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受

け
て
、
年
金
だ
け
で
は

生
活
で
き
な
い
高
齢
者

の
就
労
実
態
の
現
状
は

受
け
と
め
る
趣
旨
の
回

答
を
さ
れ
、
事
業
団
が

事
業
体
と
し
て
全
国
組

織
で
あ
る
よ
う
な
実
態

は
あ
る
か
と
問
わ
れ
ま

し
た
。
柴
田
副
部
会
長
は
、
昨
年
事

業
団
協
議
会
と
し
て
全
国
組
織
が
立

ち
上
が
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
働
く
高
齢
者
の
労
働
条

件
改
善
を
目
指
し
７
月
に
東
京
都
交

渉
を
実
施
し
ま
す
。
【
笹
原

和
樹
】
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中
央
本
部
は
２
６
年
春
闘
を
押
し
上

げ
る
建
交
労

３
・
５
中
央
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
１
０
時

か
ら
東
京
・
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
赤
坂

の
会
議
室
で
決
起
集
会
を
お
こ
な
い
、

各
県
か
ら
約
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
足
立
浩
委
員

長
は
「
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
国
へ
の
先
制
攻
撃
に
強
く
抗
議
し
、

即
時
中
止
を
求
め
る
。
日
本
政
府
に
対

し
て
も
戦
争
中
止
の
働
き
か
け
を
」
と

糾
弾
し
ま
し
た
。
「
ト
ラ
ッ
ク
で
は
首

都
圏
集
交
団
が
先
頭
を
切
っ
て
有
額
回

答
を
引
き
だ
し
た
。
学
童
部
会
で
も
統

一
要
求
基
準
を
作
り
、
各
地
の
闘
い
を

押
し
上
げ
て
い
る
。
建
交
労
の
力
を
結

集
し
、
物
価
高
騰
を
乗
り
越
え
る
為
に

賃
上
げ
を
必
ず
勝
ち
取
る
春
闘
を
展
開

し
よ
う
。
組
合
員
の
生
活
を
守
る
と
り

く
み
を
展
開
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
労
連
・
黒
澤
幸
一
事
務
局

長
か
ら
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
学
童
部
会
、
大
阪
府
本

部
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
、
長
野
県
本
部
、

ダ
ン
プ
部
会
の
代
表
が
決
意
表
明
を
お

こ
な
い
、
川
路
副
委
員
長
の
音
頭
で
団

結
頑
張
ろ
う
で
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
全
労
連
の
日
比
谷
公
園
周

辺
で
の
決
起
集
会
へ
参
加
し
、
国
会
請

願
デ
モ
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
童
部
会
、

高
齢
者
・
事
業
団
部
会
、
ト
ラ
ッ
ク
部

会
、
鉄
道
本
部
が
政
府
交
渉
に
と
り
く

み
、
建
設
産
別
対
策
委
員
会
は
ゼ
ネ
コ

ン
本
社
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
労
連
女
性
部
菜
の
花
行
動
に

建
交
労
中
央
女
性
部
の
仲
間
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
（
中
央
本
部
２
６
年
春
闘

・
月
間
推
進
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
０
・
４
よ
り
）

■４月 ９日（木）１２時～国民春闘共闘

最賃ビッグアクションデー／厚労省前

■４月１８日（土）１４時～建交労東京学

校第１回／神田支部会議室

■５月 １日（金）１０時～第９７回中央

メーデー／代々木公園、三多摩メーデー

１３時半～／井の頭公園西園競技場

■５月 ３日（日）憲法集会１３時～

／有明防災公園（有明駅・国際展示場駅）

■５月 ６日（水・祝）１２時～２０２６

年原水爆禁止国民平和大行進１日目

／東京夢の島公園（第五福竜丸展示館前）

組合掲示板

建
物
も
大
き
な
分
類
で
言
え
ば
工
業

製
品
で
す
。
自
動
車
な
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
く
内
に
不
具
合
や
劣
化
が
発
生
し
、

維
持
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
多
く

の
人
が
一
つ
の
建
物
に
住
ん
で
い
る
共

同
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
で
は
特
に
重

要
で
す
。
日
々
の
建
物
清
掃
や
庭
の
草

木
の
手
入
れ
、
ゴ
ミ
の
出
し
等
か
ら
、

寿
命
が
来
た
り
故
障
し
た
り
し
た
設
備

の
更
新
工
事
、
数
十
年
毎
の
大
規
模
修

繕
改
修
工
事
と
、
専
門
的
な
管
理
知
識

と
技
術
が
必
要
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
会
社
（
以
下
、
管
理
会
社
）
は
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
管
理
会
社
に
は
管

理
実
務
を
行
う
労
働
者
、
技
術
者
、
営

業
担
当
者
、
そ
し
て
経
営
者
が
い
ま
す
。

そ
の
営
業
収
入
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係

わ
る
工
事
量
で
左
右
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
利
益
第
一
主
義
の
管
理
会
社

で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
住
環
境
は

守
れ
ま
せ
ん
が
、
働
く
労
働
者
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
適
正
な
利
益
が
必

要
で
す
。
住
民
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

た
め
の
お
金
を
出
し
合
い
蓄
え
、
日
々

の
管
理
の
費
用
や
、
必
要
な
工
事
の
た

め
の
資
金
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
お
金

を
儲
け
と
だ
け
考
え
、
あ
の
手
こ
の
手

で
引
き
出
す
の
が
利
益
第
一
主
義
の
管

理
会
社
だ
そ
う
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
の
利
益
と
暮
ら
し
守
り
な
が
ら
、
正

当
な
収
入
を
得
る
健
全
な
管
理
会
社
を

つ
く
る
こ
と
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業

界
で
働
く
労
働
者
の
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
建
交
労

東
京
建
設
・
関
連
部
会
を
大
き
く
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
【
建
築
設
計
支
部

い
し
ず
え
分
会

伏
谷

政
幸
】

!


